
2022 年度理系チャレンジ講座（第７回）を実施しました 

１月１８日（水）に理工学部の古家 賢一先生を講師に迎え、「音

をコンピュータ処理すると何ができるか？」というテーマで、理系

チャレンジ講座第７回を実施しました。国東、別府翔青、大分雄城

台、大分鶴崎、大分西、臼杵、竹田、安心院、中津南、大分南、大

分舞鶴、大分豊府、大分東、芸

術緑丘、玖珠美山、大分の１

６校１５８名が受講しました。音メディア処理が専門の古家先生

は、実際に様々な音を聞きながら音メディア処理にはどういった

ものがあるのか、そしてそれらが現在どのようなことに活用され

ているのか説明されました。 

まず、連続的な波形であ

る音を、コンピュータで数

字の列に変え、それらを再生するといった音メディア処理の基本

について説明され、それらを用いて雑音やボーカルを軽減するボ

ーカルキャンセラや、特定の波形の音をかけ合わせることで話し

声を変化させるボイスチェンジャーなど様々なことができると

お話されました。 

そして、バイノーラル録

音再生や、ロボットへの応用について説明をされました。ロボット

に応用する際には音の方向を認識して集音し、事前に分析・登録し

ていた特徴と照らし合わせ、さらに話している内容を理解すると

いう過程が必要であることを説明され、実際に研究室で作成した

ロボットを紹介していた

だきました。最後に、心音の測定や睡眠時の音を測定して健康増

進や医療に役立てるといった音メディア処理が応用されている

例を紹介して、様々なことに役立つ幅広い学問であるというこ

とを教えていただきました。 

受講生からは「音声処理は学習していないので、分からないこ

とばかりだったが、説明が身近なものに例えていたので理解す

ることができた。音楽といっても様々な分野があるので少しず

つ調べてみたいと思った。

質問にも丁寧に答えていただきありがとうございました。」「音や音

響の分野に興味があり、電話の仕組みや音の処理について分かりや

すく学ぶことができて、今後の進路の決定の要素になったので参加

してよかった。」「健康医療ヘルスケアの応用で睡眠音や心音分析を

しているということで、これからの日本の超高齢化社会で開発して

活用できそうだと思った。」等の感想が寄せられました。 


